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長寿県から腎不全多発地域へ：

沖縄県の現状と対策

第50回日本腎臓学会特別企画： 2007, 5,26、浜松

慢性腎臓病対策を進めるために

～地域での取り組みから学ぶこと～



Japanese Society for Dialysis Therapy
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Kidney Int 4 9 : 8 0 0 - 8 0 5 , 1 9 9 6

Kidney Int 4 9 : S6 9 - S7 1 , 1 9 9 6

Kidney Int 4 3 : 4 0 4 - 4 0 9 , 1 9 9 3

Kidney Int 6 1 : 6 6 8 - 6 7 5 , 2 0 0 2

vs

= Identification of ESRD patients

= Predictor of ESRD

沖縄県下の全地域を対象に
住民検診、職域検診を実施

1983年度より、検診結果を
コンピュ－タ登録

1983年度：106,1 8 2人

1993年度：143,9 4 8人

沖縄県総合保健協会：一般住民検診
Okinaw a General H ealth 
M aintenance A ssociation

OGH M A

沖縄透析研究
Okinaw a Dialysis Study 

OKIDS

197 1年以来の沖縄県下の

全慢性透析患者を登録

慢性透析患者：5,246人

（1971-2000年度）

定期的な透析療法に導入され

一ヶ月以上生存した症例

56施設、協力医師78名



Iseki K et al.Kidney Int 6 3 :1 4 6 8 - 1 4 7 4 , 2 0 0 3

検診後の期間、年

蛋白尿の程度とESRD発症率
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Iseki K et al:Kidney Int 6 5 ; 1 8 7 0 - 1 8 7 6 , 2 0 0 4
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死亡

末期腎不全

(透析導入)

死亡 死亡

慢性腎不全

蛋白尿、血尿

70%

受診なし

10%

一般医受診

20%

腎臓内科・泌尿器科

検尿異常者のその後：事後指導の実態



糖尿病発見
の契機

糖尿病を有する透析患者では手遅れが多い

検診 Non

Group 2 風邪、消化器症状

Group 3 口渇、多飲、多尿 ＋ ＋

Group 4 高血圧,心筋梗塞
蛋白尿,脳卒中

＋ ＋

Group 1

Sunagaw a H  et al: Nephron 7 4 ; 3 6 1 - 3 6 6 , 1 9 9 6

1 3 .4 %

1 0 .8 %

1 7 .8 %

58 .0 %

高血糖症状 頻度蛋白尿

NonNon

Non



沖縄県内の専門医、研修施設

全国

2,834  

447

腎臓専門医

腎臓研修施設

沖縄

31

6



沖縄県内の腎臓関係の研究集会
ー定期開催に限るー

沖縄臨床腎懇話会（6回/年）

沖縄保存期腎不全研究会（2回/年）

透析合併症研究会（2回/年）

沖縄県人工透析研究会（1回/年）

同ＣＡＰＤ分科会（1回/年）



臨床研修医のための腎臓セミナー

第2回 2005,11/19-20：参加者 54名

第4回 2006,11/11-12：参加者 79名

第6回 2007,11/10-11：

主催：日本腎臓学会（第2、4回）

沖縄臨床腎臓セミナー（第6回）

沖縄県内の研修体制

群星、Ryum ic、県立病院グループ






